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Very Goodな東庄町にはあなたの関心が不可欠です！

東 庄 町 議 会 だ より

と

Vol.197
202 6 . 9

Cover

円形が印象的な多目的ホール。
議会中はこの中で熱い
議論が交わされます。
以前より傍聴者も増え、
静かな盛り上がりを
見せつつあります。

中学校体育館改修工事
水道料金減免など
新年度予算過去最大

届け！町民
の声
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６月 定 例 会
６
月
定
例
会

定
例
会
の
経
過

定
例
会
の
経
過

それぞれの視点で町民の声を届ける

　
６
月
定
例
会
初
日
の
５
日
に
は
、
一
般
質

問
通
告
者
９
人
の
う
ち
６
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
土
曜
、
日
曜
は
休
会
と
し
、
４
日
目
の
８

日
に
は
、
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

【
一
般
質
問
４
ペ
ー
ジ
】

　
そ
の
後
、
承
認
５
件
が
上
程
さ
れ
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
条
例
の

改
正
１
件
、
工
事
契
約
１
件
、
補
正
予
算

１
件
の
議
案
第
25
号
～
第
27
号
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
報
告
２
件
の
後
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件

が
上
程
さ
れ
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
、

散
会
し
ま
し
た
。

　
同
日
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
請
願
及
び
陳
情
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
最
終
日
の
10
日
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

長
が
付
託
さ
れ
た
請
願
及
び
陳
情
の
審
査

結
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
採
決

で
請
願
２
件
は
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
２
件
が
提
出

東庄町議会

山崎ひろみ 議員：子ども
　宮澤　健 議員：環境保全
　大網正敏 議員：スポーツ
　越川良男 議員：農業
　海宝和宏 議員：駅前施設

桜井荘一 議員：インフラ
前田君江 議員：防災
渡邊幸江 議員：コミュニティ
岩井弘晃 議員：ふれあいセンター

暮らしの疑問から町の未来まで

９人の議員が一般質問

一般質問議員とキーワード
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６
月
定
例
会

さ
れ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
陳

情
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

【
議
決
結
果
３
ペ
ー
ジ
】

最
終
日
追
加
議
案

　
６
月
定
例
会
最
終
日
の
10
日
に
は
、
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
追
加
議
案
が
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
に
新
た
に
清
水

満
氏
（
石
出
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
清
水

氏
は
、
町
長
の
任
命
を
受
け
７
月
１
日
付
け

で
代
表
監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
12
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　
【
議
決
結
果
３
ペ
ー
ジ
】

監
査
委
員
に

　
　
清
水
満
氏
を
選
任

清水　満　氏

議 案
番 号

件名
（件名は一部省略しています）

議 決
結 果

海
宝
和
宏

渡
邊
幸
江

前
田
君
江

岩
井
弘
晃

越
川
良
男

桜
井
荘
一

宮
澤
　
健

大
網
正
敏

板
寺
正
範

佐
久
間
義
房

高
木
武
男

鈴
木
正
昭

山
崎
ひ
ろ
み

栁
堀
　
忠

承 １ 号 専決処分の承認
（町税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

承 ２ 号 専決処分の承認
（東庄町国民健康保険税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

承 ３ 号 専決処分の承認
（東庄町介護保険条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

承 ４ 号
専決処分の承認

（東庄町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
に関する条例の一部改正）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

承 ５ 号 専決処分の承認
（損害賠償の額の決定及び和解） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

議 25 号 東庄町社会教育委員に関する条例等の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

議 26 号 東庄中学校屋内運動場改修工事請負契約の締結 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

議 27 号 令和 8 年度東庄町一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

報 １ 号 繰越明許費繰越計算書
（令和７年度東庄町一般会計繰越明許費繰越計算書） 報告事項のため採決はありません

報 ２ 号 繰越額使用計画
（令和７年度東庄町水道事業会計予算繰越計算書） 報告事項のため採決はありません

請 １ 号 「国における 2027 年度教育予算拡充に関する
意見書」採択に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

請 ２ 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見
書」採択に関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

意案１号 「国における 2027 年度教育予算拡充に関する
意見書」 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

意案２号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

陳 1 号 mRNA ワクチン（レプリコンワクチンを含む）
接種事業中止の意見書提出を求める陳情 不採択 × × × × × × × × × × 欠 × × −

同 ２ 号 監査委員の選任　【３ページ】 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ −

賛成＝○  反対＝×  欠席＝欠  議長＝−
 （議長・当事者は、採決に加わりません）

承➡承認　　議➡議案　　報➡報告　　請➡請願　　意案➡意見書案　　陳➡陳情　　同➡同意　の略です。
詳細は議会録画中継をご覧ください。

６ 月 定 例 会
議 決 結 果わ た し の
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　一般質問は、議員が町政全般
について、現状や方針を問うも
のです。
　議員が住民の代表として町政
をチェックし、住民の声を反映
させる役割を担っています。

18日
20日
21日
22日
25日
26日
28日
29日

1日
5日
7日
8日

〃　
10日
〃　
〃　
17日
18日
28日

29～30日

7日
10日
14日
15日
22日
25日
31日

1日
4日
7日

14日

議 会 活 動 日 誌

香取広域市町村圏事務組合議会
東庄町献血推進協議会
東庄町商工会通常総代会
香取郡市町議長会定期総会
東庄中学校運動会
全国町村議長・副議長研修会
東庄小学校運動会
議会運営委員会

千葉県町村議会議長会定例会・政務研究会
議会６月定例会本会議
東庄町観光ふな釣り大会表彰式
議会６月定例会本会議
文教福祉常任委員会
議会運営委員会
議会６月定例会本会議
議会全員協議会
ポンプ操法大会出場部激励会
広報編集委員会
香取支部ポンプ操法大会
東庄町議会議員行政視察研修【14ページ】

広報編集委員会
東庄町総合計画審議会
東庄町水道運営審議会
東庄町国民健康保険運営協議会
東庄町表彰条例による表彰
諏訪大神相撲祭
千葉県町村議会議員研修会

東庄町学校運営協議会
視察研修を終えての勉強会
利根川治水同盟治水大会
ポーク＆ビア夏祭り

５月

７月

８月

６月

【議長・議員が出席した主な行事】

９月定例会の予定

議会は傍聴できます

一
般
質
問

町
の
考
え
を
問
う

９
人
の
視
点

議会の録画を
インターネットで！

本紙に搭載している内容は、
要約を広報編集委員が校正したものです。

スマホ、タブレット、
パソコンを使って、
いつでも議会の録画を
見ることができます。

一
般
質
問

一般質問は一般質問は９月２日（水）９月２日（水）
９月２日（水）～11日（金）９月２日（水）～11日（金）

　６月定例会では、９人の議員
が、それぞれの視点で町を見つ
め、提言も含めて一般質問を行
いました。
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一
般
質
問

▪生
いのち

命の安全教育
▪学校給食
▪病児・病後児保育

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
現
在
、
小
中
学

校
で
「
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
課
長　
文
部
科
学
省
の
資
料
を
参
考

に
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
助
産
師
や
泌
尿
器
科

医
師
を
講
師
に
思
春
期
講
演
会
を
開
催

し
、
生
ま
れ
て
き
た
命
の
大
切
さ
や
感
染

症
予
防
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
い
じ
め
等
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
性
被
害
に
関
す
る
指

導
、
個
人
情
報
の
流
出
等
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
講
演
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
令
和
２
年
９
月
か
ら

食
缶
方
式
に
な
り
、
お
い
し
い
給

食
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子

ど
も
や
保
護
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が

あ
る
か
。

教
育
課
長　
児
童
生
徒
か
ら
は
、「
給
食

が
お
い
し
い
」「
好
き
な
献
立
が
楽
し
み
」

と
い
っ
た
声
が
あ
る
一
方
で
、「
味
が
薄

い
」「
苦
手
な
食
材
が
あ
る
」
と
い
っ
た

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
、「
毎
日
の
給
食
が
、

多
く
の
方
々
の
努
力
と
工
夫
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
」「
衛
生
管
理
や
安
全

面
に
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

不
登
校
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
が
、

給
食
セ
ン
タ
ー
で
給
食
が
食
べ
ら

れ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
課
長　
大
変
意
義
深
い
取
り
組
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
不
登
校
の

児
童
生
徒
に
対
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
安

全
・
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

食
生
活
の
支
援
に
加
え
、
生
活
リ
ズ
ム
の

維
持
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
給
食
セ

ン
タ
ー
で
食
べ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
実

施
方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
護
者
か
ら
病
児
・
病
後
児
保
育

を
要
望
す
る
声
が
あ
る
。
近
隣
の

自
治
体
で
は
、
設
置
さ
れ
て
い
る
。
当
町

で
も
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
病
児
・
病
後
児
保
育
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
就
労
支
援
及
び
子

育
て
支
援
の
観
点
か
ら
重
要
な
事
業
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
施

に
あ
た
り
看
護
師
及
び
保
育
士
等
の
人
材

の
確
保
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
医
療

機
関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
実
施
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

子どもを守るまちづくり

録画中継

山
崎  

ひ
ろ
み 

議 員

Ya
m

az
ak

i 
H

ir
om

i

　「病気の最中の子どもを預かる保育」で、発熱や
感染症などで保育園や学校に行けない状態の子ども
を、医師の診察を受けた上で専用の施設や病院併設
の保育室などで一時的に預かるもの。

　「病気の回復期の子どもを預かる保育」で、症状
は落ち着いてきているが、まだ集団保育に戻るには
不安がある時期の子どもを預かるもの。

病児保育

病後児保育
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▪クビアカツヤカミキリ

▪地域計画の課題解決

公
園
維
持
管
理
業
務
委
託
に
ク
ビ

ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除
対
策

は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
今
年
度
の
公
園
維
持

管
理
業
務
委
託
に
お
い
て
、
造
園
作
業
時

に
薬
剤
散
布
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
薬
剤
成
分
に
は
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
防
除
に
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

公
園
以
外
の
桜
の
調
査
・
防
除
は

行
っ
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
公
園
以
外
の
町
道
沿

い
の
桜
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
除
草
作

業
等
を
中
心
に
維
持
管
理
を
行
っ
て
お

り
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
特
化
し

た
防
除
対
策
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
現
時
点
で
は
、
町
道
沿
線
で
町
が
把
握

し
て
い
る
被
害
確
認
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

被
害
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
現
地
確
認
を

行
い
、
安
全
確
保
を
優
先
し
な
が
ら
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
関
す

る
町
民
へ
の
危
機
意
識
の
啓
発
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

町
民
課
長　
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

生
態
や
特
徴
、
早
期
発
見
の
重
要
性
に
つ

い
て
町
民
へ
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
適
切
な
防
除
方
法
の
周
知
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
計
画
を
踏
ま
え
、
東
庄
町
の

10
年
後
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
地
域
の
担
い
手
が
中

心
と
な
っ
て
農
地
を
有
効
に
活
用
し
、
分

散
し
た
農
地
の
集
積
・
集
約
を
進
め
、
遊

休
農
地
の
発
生
を
抑
え
な
が
ら
、
作
業
効

率
と
収
益
性
を
高
め
た
持
続
可
能
な
地
域

農
業
の
維
持
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
計
画
は
、
毎
年
見
直
し
を
行
い
、

関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
継
続
し
な
が
ら

計
画
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

規
模
拡
大
よ
り
面
積
集
約
す
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
、
地
域
計
画

の
座
談
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や
対
策
を
、

ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
農
地
所
有
者
や
耕
作

者
の
意
向
を
把
握
し
、
目
標
地
図
に
よ
り

農
地
利
用
の
見
通
し
を
明
確
に
し
た
上

で
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
・
Ｊ
Ａ
・
県
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
地
区
ご
と
の
実
情
に
応
じ
た
農
地
条

件
の
改
善
等
も
含
め
、
作
業
効
率
の
向
上

に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

農業経営は環境保全と直結

録画中継

　サクラ、ウメなどのバラ科樹木に寄生し、
細長いかりんとう状の木くず（フラス）を排
出する。幼虫が樹木の内部を食べて枯らして
しまう外来のカミキリムシ。幼虫は樹木心材
の内部などで2～3年過ごす。2018年特定外
来生物に指定。体長2.5〜4cm程度、体全体
は光沢のある黒色、前胸背板は赤色。成虫は
６～８月頃に出現し、幹に産卵する。

クビアカツヤカミキリ

宮
澤　
健

議 員M
iy

az
aw

a 
Ta

ke
sh

i
提供：埼玉県環境科学国際センター

「
地
域
計
画
」
の
説
明
は
８
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
確
保
と

経
費
の
支
出
に
つ
い
て
町
の
取
り

組
み
は
。

教
育
課
長　
小
学
校
で
は
、
10
月
に
開
催

さ
れ
る
陸
上
競
技
大
会
に
向
け
た
練
習
を

教
諭
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
月
２
回
小
学
校
を

会
場
と
し
た
陸
上
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て
お

り
、
指
導
者
は
５
名
で
、
放
課
後
こ
ど
も

教
室
の
一
環
と
し
て
講
師
料
は
国
・
県
・

町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
は
、
放
課
後
の
部
活
動
指
導

を
教
諭
が
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、

卓
球
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
、
吹
奏
楽
部
、
陸
上
部
に
は
、
部

活
動
指
導
員
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
指
導
員

に
係
る
講
師
料
は
、
国
・
県
・
町
が
負
担

し
て
い
ま
す
。

神
社
等
の
例
祭
に
よ
る
武
道
大
会

へ
の
町
観
光
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
諏
訪
神
社
の
相
撲
ま

つ
り
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
が
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
大
社
に
お
け
る
弓
道
等
に
係
る
祭
礼

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
観
光
面
で
の
直

接
的
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
主
催
者
や
関
係
者
の
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
に
ぎ

わ
い
創
出
に
つ
な
が
る
形
で
、
支
援
可
能

な
範
囲
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
時
点
で
は
、
町
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
等
の
誘
致
を

目
的
と
し
た
具
体
的
な
計
画
や
実
績
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
町
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光

の
両
面
か
ら
活
用
の
可
能
性
が
あ
る
資
源

や
事
例
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
諏
訪
神
社
の
相
撲
ま
つ
り
や
出
羽
海
部

屋
の
夏
合
宿
、
ま
た
、
町
内
に
は
弓
道
の

合
宿
を
受
け
入
れ
る
旅
館
や
、
教
育
課
が

管
理
し
活
用
さ
れ
て
い
る
弓
道
場
も
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
既
存
の
資
源
を
も
と
に
、

関
係
者
の
意
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

は
、
関
係
課
や
観
光
協
会
、
事
業
者
と
の

情
報
共
有
を
図
り
、
町
の
魅
力
発
信
や
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
形
で
ス
ポ
ー
ツ
誘
致

の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。町

全
体
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
行
う

た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
の
組

織
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
課
長　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
の
組
織

の
設
立
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
事
例
等

に
つ
い
て
広
く
情
報
収
集
に
努
め
、
調
査

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町のスポーツ振興

録画中継

大
網　
正
敏

議 員O
oa

m
i 

 M
as

at
os

hi
 

▪スポーツ指導員の確保
▪地域伝統の武道
▪スポーツ誘致
▪コンソーシアム型の活用

　▲例年８月に諏訪大神で開催される大相撲出羽海部屋笹川夏合宿

　複数の企業、団体、大学などが共通の目
的を達成するために結成する「共同事業体」
や「連合体」のこと。組織の独立性を保っ
たまま参加でき、単一の企業だけでは難し
い大規模な事業や研究開発、地域課題の解
決などを目的として、それぞれの強みを持
ち寄る仕組み。

コンソーシアム　Consortium

一
般
質
問
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高
齢
者
や
人
手
不
足
が
進
む
中
、

担
い
手
育
成
や
労
働
力
確
保
の
具

体
的
な
施
策
・
支
援
制
度
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
地
域
計
画
の
策
定
に

あ
た
り
実
施
し
た
調
査
で
は
、
規
模
拡
大

の
意
向
を
有
す
る
農
業
者
は
29
名
、
拡
大

希
望
面
積
は
１
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
、
経
営
拡
大
の
意
向
を
持
つ
担
い

手
が
一
定
数
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
農
業
者
の
高
齢
化
や
人
手
不

足
は
引
き
続
き
大
き
な
課
題
で
す
。

　
町
と
し
て
は
、担
い
手
へ
の
農
地
集
積・

集
約
を
進
め
る
と
共
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
認
定
農
業
者
や
新
規
就
農
者
の
確

保
、
地
域
計
画
を
通
じ
た
担
い
手
の
位
置

づ
け
の
明
確
化
、
省
力
化
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
の
周
知
な
ど
に
努
め
ま
す
。

農
地
の
生
産
性
向
上
と
災
害
対
策

の
観
点
か
ら
、
基
盤
整
備
や
排
水

溝
整
備
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
町
の
見

解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
町
で
は
、
本
年
２
月

に
農
林
水
産
省
主
催
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
招
き
、
基
盤
整
備
事
業
の
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、参
加
者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

香
取
・
海
匝
両
農
業
事
務
所
と
連
携
し
た

対
策
チ
ー
ム
を
設
け
、
現
在
、
町
内
３
地

区
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
基
盤
整
備
や
排
水
溝
整
備
は
、

地
域
の
同
意
が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
現
状
に
合
っ
た
事
業
を
提
案
し
、

地
元
の
意
向
を
丁
寧
に
把
握
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

米
価
下
落
防
止
の
た
め
、
非
主
食

用
米
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
町
と

し
て
の
対
策
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
本
町
に
お
い
て
も
、

国
や
県
の
制
度
・
産
地
交
付
金
等
を
活
用

し
、
飼
料
用
米
や
加
工
用
米
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
支
援
額
や
転

作
に
伴
う
農
業
者
の
負
担
な
ど
、
現
行
制

度
上
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
地
域
農
業
者
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
国
・
県
へ
の
制
度
見
直
し
や
支
援
策

の
拡
充
を
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
計
画
の

話
し
合
い
の
中
で
、
農

業
者
の
意
向
に
応
じ
た

転
作
支
援
策
の
活
用
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

米
価
の
上
昇
が
農
地
賃
借
料
に
与

え
る
影
響
と
農
業
者
・
地
権
者
間

の
調
整
状
況
に
つ
い
て
の
現
状
と
町
の
対

応
方
針
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
令
和
７
年
の
本
町
の

田
の
平
均
賃
借
料
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

３
万
９
，
１
０
０
円
で
、
前
年
よ
り
増
加

し
て
い
ま
す
。
変
動
相
場
制
の
契
約
形
態

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
に
よ
っ
て
差
が
生

じ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
か
ら
は
、
賃
借
料
の
考
え

方
を
地
域
ご
と
の
話
し
合
い
で
共
有
す
る

こ
と
が
有
効
と
の
助
言
を
受
け
て
お
り
、

町
と
し
て
は
、
地
域
計
画
の
座
談
会
等
を

通
じ
て
、
農
地
の
利
用
条
件
と
合
わ
せ
、

賃
借
料
の
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
地
域
ご

と
の
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

若
手
農
業
者
へ
の
農
業
者
年
金
の

制
度
説
明
な
ど
、
加
入
促
進
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
若
手
農
業
者
へ

の
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
の
上

乗
せ
支
援
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
の

制
度
と
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
の

で
、
制
度
内
容
を
正
し
く
周
知
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
町
で
は
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」「
農
業

委
員
会
だ
よ
り
」
な
ど
を
通
じ
た
周
知
や

農
業
委
員
の
研
修
等
に
よ
り
、
制
度
の
理

解
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

持続可能な農業の未来に向けて

録画中継

越
川　
良
男

議 員Ko
sh

ik
aw

a 
Yo

sh
io

▪労働力の確保
▪農地の基盤整備
▪米価の下落防止策
▪農業者年金

　農業者の高齢化や担い手
不足に対応するため、市町
村が中心となって策定する

「10年後の農地利用の未来
設計図」です。地域の話し
合いに基づき、誰がどの農
地を使い、どのように農業
を進めていくかを明確にし、
農地の集約化を目指します。

地域計画
正式名称：「地域農業経営
基盤強化促進計画」

一
般
質
問
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現
在
の
駅
前
駐
車
場
の
利
用
状
況

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
駅
前
駐
車
場
は
、
通

勤
・
通
学
・
送
迎
な
ど
様
々
な
目
的
で
利

用
さ
れ
て
お
り
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
空

き
が
少
な
い
状
況
も
見
ら
れ
ま
す
。
恒
常

的
利
用
の
実
態
や
町
外
・
他
県
利
用
者
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
詳
細
な
調

査
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
把
握

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
の
偏
り
や

ル
ー
ル
と
の
整
合
性
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
駐
車
場
不
足
へ
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
時
点
で
は
、
駅
前

駐
車
場
の
不
足
に
対
す
る
具
体
的
な
整
備

案
や
拡
張
計
画
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
駐
車
場
不
足
に
関
す
る
正
式
な
要

望
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今

後
は
、
利
用
状
況
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
研
究
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

笹
川
駅
南
側
を
駐
車
場
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
時
点
で
、
笹
川
駅

南
側
の
土
地
取
得
を
含
め
た
具
体
的
な
検

討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
仮
に
南
側
に
駐

車
場
を
整
備
し
た
場
合
で
も
、
駅
の
出
入

口
へ
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
利
用
者
に

徒
歩
移
動
が
必
要
と
な
る
た
め
、
利
便
性

に
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点

で
整
備
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。駅

前
駐
輪
場
へ
屋
根
と
囲
い
を
整

備
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
駅
前
公

園
の
一
部
を
再
整
備
し
て
駐
輪
場
を
駅
の

近
く
に
移
転
す
れ
ば
、
車
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
も
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
在
、
屋
根
・
囲
い

の
設
置
計
画
は
な
く
、
具
体
的
な
検
討
も

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
利
用
環
境
の
課
題
と

し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

　
駅
前
公
園
の
再
整
備
・
駐
輪
場
移
転
に

つ
い
て
は
、
駅
舎
活
用
と
の
整
合
性
や
動

線
・
事
業
費
な
ど
課
題
も
あ
り
、
現
時
点

で
は
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
参
考
意
見

と
し
て
受
け
止
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
の
現
状
と

寄
付
額
ア
ッ
プ
の
戦
略
は
。

総
務
課
長　

本
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で

は
依
然
低
い
水
準
で
す
。
現
状
打
破
の
た

め
に
以
下
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
①
中
間
事
業
者
を
変
更
し

て
運
営
体
制
を
見
直
す
。
②
返
礼
品
の
充

実
と
地
域
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
す

る
。
③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

集
ま
っ
た
寄
付
金
の
現
在
の
使
い

道
と
今
後
大
き
く
寄
付
額
が
ア
ッ

プ
し
た
場
合
の
新
た
な
使
い
道
は
。

総
務
課
長　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道

は
、
①
産
業
の
振
興
②
健
康
福
祉
の
充
実

③
教
育
の
充
実
④
生
活
基
盤
の
整
備
⑤
町

長
に
お
ま
か
せ
の
５
つ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
外
出
支
援
バ
ス
運
行
事

業
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
な
ど
に
充

当
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
人
口
減
少
対
策
や
地
域
振
興

関
連
な
ど
積
極
的
な
事
業
に
充
当
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

駅前施設の利用とふるさと納税

録画中継

海
宝　
和
宏

議 員  
K

ai
ho

u 
K

az
uh

ir
o 

▪駅前駐車場の現状
▪駐車場不足
▪駐輪場の再整備
▪ふるさと納税

▲笹川駅の駐輪場　西側にはベンチ、東側には遊具がある。
　駅舎東側の駐車場は空きが少ない。

一
般
質
問



10TONOSHO machi  GIKAI dayori 2026.9

東
今
泉
揚
排
水
機
場
の
窃
盗
被
害

状
況
及
び
復
旧
の
目
途
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

令
和
８
年
４
月
27

日
、
何
者
か
が
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
建
屋

に
侵
入
し
、
配
電
盤
の
配
線
が
切
断
さ

れ
、
電
気
ケ
ー
ブ
ル
・
バ
ル
ブ
等
が
盗
難

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
東
総
用

水
土
地
改
良
区
が
香
取
警
察
署
へ
被
害

届
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
被
害
に

よ
り
、
機
場
の
電
源
が
喪
失
し
、
揚
水
・

排
水
ポ
ン
プ
が
停
止
し
て
い
る
状
態
で

あ
り
、
農
業
用
水
の
送
水
機
能
と
大
雨
時

の
排
水
機
能
の
双
方
に
影
響
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　
本
復
旧
に
つ
い
て
は
、
令
和
９
年
３
月

末
を
目
途
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
間

は
、
仮
設
ポ
ン
プ
の
設
置
等
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
今
泉
揚
排
水
機
場
の
復
旧
に
つ

い
て
、
町
と
土
地
改
良
区
の
費
用

負
担
割
合
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

復
旧
費
用
に
つ
い

て
は
、
現
在
見
積
り
を
依
頼
し
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
現
時
点
で
具
体
的
な
金
額
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
費
用
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
修
繕
工
事
の
実
績
や
過
去
に
締

結
し
た
覚
書
、
揚
排
水
機
場
の
使
用
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
町
と
東
総
用
水
土
地
改

良
区
で
協
議
の
上
、
決
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

揚
排
水
機
場
復
旧
後
の
リ
ス
ク
管

理
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

復
旧
後
の
リ
ス
ク

管
理
に
つ
い
て
は
、
施
設
へ
の
不
正
侵
入

を
防
止
す
る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
警

告
看
板
、
防
犯
灯
、
機
械
室
内
の
発
報

セ
ン
サ
ー
の
設
置
、
柵
や
フ
ェ
ン
ス
の

強
化
な
ど
考
え
ら
れ
る
対
策
を
東
総
用

水
土
地
改
良
区
と
検
討
す
る
と
と
も
に
、

香
取
警
察
署
と
連
携
し
、
定
期
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
の
要
請
も
含
め
て
再
発
防

止
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
の
設
置
に
対
し
て
近

隣
住
民
か
ら
反
対
意
見
が
出
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
民
課
長　
昨
年
度
か
ら
「
東
庄
町
太
陽

光
発
電
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
地
域
住
民
と
の
合

意
形
成
を
前
提
に
、
事
業
者
が
適
正
に
施

設
を
設
置
・
管
理
す
る
た
め
の
指
針
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
住
民
か
ら
反
対
意

見
や
苦
情
が
町
に
寄

せ
ら
れ
た
場
合
に

は
、規
定
に
基
づ
き
、

事
業
者
に
対
し
て
必

要
な
事
項
の
報
告
を

求
め
、
対
応
が
不
十

分
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
事
業
者
に

対
し
て
改
善
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
事
業
者
が
倒
産
し
た

場
合
の
廃
棄
処
理
に
つ
い
て
。

町
民
課
長　
事
業
者
が
廃
業
・
倒
産
し
た

場
合
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
架
台
等
は
、
廃

棄
物
処
理
法
上
の
排
出
事
業
者
責
任
の

原
則
に
基
づ
き
処
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

事
業
者
が
消
滅
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
継
承
人
や
土
地
所
有
者
が
対
応
を
せ

ま
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
得
ま
す
。

インフラ設備のリスク管理

録画中継

桜
井　
荘
一

議 員

Sa
ku

ra
i 

Sh
oi

ch
i 

▲窃盗被害を受け電源が喪失した東今泉揚排水機場。
　営農面・防災面の双方に影響が出ている。

▪揚排水機場の窃盗被害
▪水の恵みの保全
▪太陽光発電の廃棄問題

一
般
質
問
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
会
へ

の
加
入
促
進
に
向
け
た
支
援
策
は
。

総
務
課
長　
町
内
各
自
治
会
の
負
担
軽
減

に
向
け
て
、
町
は
支
援
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
各
区
の
所
有
す
る
防

犯
灯
の
件
数
に
応
じ
て
電
気
料
を
補
助
す

る
「
防
犯
灯
電
気
料
金
支
援
金
」、
令
和

６
年
度
か
ら
は
、「
防
犯
灯
修
理
補
助
金
」

の
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
部
分
の
補
助
金
を
増

額
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
各
区
に
対
す

る
「
区
運
営
交
付
金
」
及
び
「
防
犯
灯

維
持
管
理
助
成
金
」
の
見
直
し
を
実
施

し
、「
ご
み
集
積
場
管
理
助
成
金
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

自
治
会
に
対
す
る
行
政
と
し
て
の

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
。

総
務
課
長　

人
口
減
少
へ
の
対
策
が
町

の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
移
住
支
援
事
業
補
助
金
」
や
「
東

庄
町
住
宅
取
得
補
助
金
」
に
よ
り
、
移
住

定
住
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
移

住
・
定
住
さ
れ
る
方
を
積
極
的
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
各
自

治
会
の
活
性
化
の
実
現
を
図
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
・
対
策
が
可
能
で
あ

る
か
、
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
場
な
ど
を
活

用
し
て
、
各
自
治
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

宿
泊
型
防
災
訓
練
に
対
し
て
の
課

題
は
。

総
務
課
長　

実
践
的
な
防
災
訓
練
と
し

て
、
宿
泊
型
避
難
訓
練
の
重
要
性
は
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
職
員
体
制
の

中
で
訓
練
の
計
画
や
運
営
に
割
く
人
員
の

確
保
が
難
し
い
こ
と
、
住
民
の
皆
様
の
理

解
と
参
加
を
得
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

夜
間
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
の
必

要
性
へ
の
考
え
、
実
際
に
避
難
所
で

宿
泊
訓
練
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

総
務
課
長　
夜
間
災
害
は
日
中
と
は
異
な

る
困
難
を
伴
う
為
、
そ
の
対
応
能
力
向
上

の
必
要
性
は
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
職
員
確
保
や
住
民
参
加
の
課

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
基
本
的

な
訓
練
の
実
現
に
注
力
す
る
段
階
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
ま
す
。
段
階
的
に
課
題
を

解
決
し
、
将
来
的
な
実
施
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
民
の
防
災
意
識
向
上
に
向
け
て

の
取
組
は
。

総
務
課
長　
昨
年
度
か
ら
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
会
場
で
住
民
参
加
型
の「
防
災
フ
ェ
ア
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
防
災
を
よ

り
身
近
に
感
じ
、
実
践
的
な
知
識
や
行
動

を
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
防
災
フ
ェ
ア
を
更
に
充

実
さ
せ
て
、
幅
広
い
世
代
の
皆
様
に
楽
し

み
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
創

出
し
、
町
全
体
の
防
災
意
識
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

そなえあれば　うれいなし

録画中継

前
田　
君
江

議 員
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▪地域コミュニティ
▪区・自治会活動
▪宿泊型の避難訓練
▪防災対策スキル

▲ふれあいまつり会場で開催された「防災フェア」
　防災を身近に感じることで楽しみながら学べるイベント。

一
般
質
問
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ふ
れ
あ
い
公
園
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

明
る
い
公
園
と
な
る
よ
う
な
樹
木
整
備
を

含
め
た
再
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
東
庄
町
ふ
れ
あ
い
公

園
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

健
康
体
操
、
地
域
活
動
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
公
園
内
の
樹
木
や
竹
の
繁
茂

が
見
ら
れ
る
の
で
、
樹
木
整
備
を
行
い
、

公
園
全
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

多
世
代
が
利
用
で
き
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
再
生
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
や
子
ど
も
向
け
設
備
、
防
災
機
能
な
ど

に
つ
い
て
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
必
要
性
や
維
持
管
理
、
費
用

対
効
果
等
を
踏
ま
え
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
、
多
世
代
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る

よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

自
主
的
活
動
に
よ
る
新
し
い
型
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
町
の
支
援

は
あ
る
か
。

総
務
課
長　
総
務
課
が
相
談
窓
口
と
し
て

活
動
内
容
を
聞
き
、
適
切
な
支
援
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
は
、
既
存
団
体
の
紹

介
や
、
個
人
で
活
動
し
た
い
方
に
は
個
人

で
活
動
で
き
る
場
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
自
主
活
動
に
向
け
た
行
政

支
援
の
情
報
提
供
と
協
力
内
容
は
。

総
務
課
長　
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
活
動
紹
介
や
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
町
の
支
援
制
度
と
し
て
は
、
地
域
住
民

の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
実
現
を

支
援
す
る
補
助
金
と
し
て
「
地
域
活
性
化

事
業
補
助
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
条
例
に
基

づ
い
て
明
確
な
地
域
課
題
の
解
決
を
目

的
と
す
る
団
体
を
町
が
指
定
し
、
地
域
が

主
体
性
を
持
ち
な
が
ら
町
と
協
働
し
て

地
域
課
題
に
取
り
組
む
団
体
に
対
し
て
、

よ
り
充
実
し
た
支
援
体
制
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
具
体
的
な
活
動
内

容
や
経
費
に
つ
い
て
、
総
務
課
に
相
談
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
個
別
に
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

自立した地域コミュニティ

録画中継

渡
邊　
幸
江

議 員

W
at

an
ab

e 
 Y

uk
ie

　人口減少や高齢化が進む
中で地域課題を解決するた
め、令和６年９月より施行
された制度。一定の要件を
満たす地域活動団体を市町
村長が指定し、行政からの
支援や特例措置を受けなが
らまちづくりや生活サービ
スの提供を担う仕組み。

指定地域
共同活動団体制度

▲ふれあい公園（東和田）
駐車場横の広場はグラウンドゴルフで活用度が
高いが、広い敷地内には利用頻度の低い部分も
ある。（写真）
どのような整備を町民は求めているのか。

▪ふれあい公園
▪地域の拠点
▪共同活動団体制度

一
般
質
問
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▪防災行政無線
▪情報発信アプリ
▪水道管路の老朽化対策

利
用
者
数
に
お
い
て
、
ま
だ
伸
び

し
ろ
が
あ
る
「
東
庄
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
だ
が
、
費
用
対
効
果
を
高
め
、

活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
利
用
者
や
利
用
団
体

を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

町
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
活
用
し
、

農
村
ふ
れ
あ
い
塾
の
活
動
や
芝
桜
の
時
期

に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
を
行
い
、
施
設
の

存
在
や
活
用
内
容
に
つ
い
て
周
知
を
図

り
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
各

種
団
体
へ
の
周
知
を
進
め
る
と
共
に
、
既

存
の
利
用
団
体
と
の
連
携
も
図
り
な
が

ら
、
新
た
な
利
用
者
の
開
拓
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
聞
き
づ
ら
さ
の

解
消
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
令
和
10
年
を
目
標
に
防
災
行

政
無
線
の
大
規
模
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
通
信
方
式
は
、
現
在
の
「
16
Ｑ

Ａ
Ｍ
」
か
ら
、
信
号
の
安
定
性
が
高
く
障

害
物
や
電
波
状
況
の
影
響
を
受
け
に
く
い

「
Ｑ
Ｐ
Ｓ
Ｋ
」
方
式
へ
の
変
更
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災

ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
改
修
後
も
引
き
続

き
使
用
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
が
苦
手
な
高
齢

者
も
多
い
中
、
緊
急
性
の
高
い
情

報
を
素
早
く
し
っ
か
り
と
届
け
る
た
め
の

施
策
は
。

総
務
課
長　
防
災
行
政
無
線
の
大
規
模
改

修
と
合
わ
せ
て
、
情
報
発
信
ア
プ
リ
と
の

連
携
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は

こ
の
ア
プ
リ
を
町
の
情
報
発
信
の
「
核
」

と
す
る
方
針
で
す
。
町
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
こ
の
ア
プ
リ
一
つ
で
網
羅
的
に
取

得
で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
情
報
源
を
目

指
し
ま
す
。

水
道
管
路
の
老
朽
化
が
進
む
中
、

人
工
衛
星
な
ど
の
先
端
技
術
を
活

用
し
た
漏
水
対
策
を
す
る
予
定
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
先
端
技
術
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
に
人
工
衛
星
デ

ー
タ
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
漏
水
リ
ス
ク
評

価
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
人
工
衛
星
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
や
漏
水

履
歴・管
路
情
報
な
ど
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
、

漏
水
リ
ス
ク
が
比
較
的
高
い
可
能
性
の
あ

る
箇
所
を
把
握
し
、
今
後
の
漏
水
調
査
や

管
路
更
新
計
画
策
定
の
参
考
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
、
そ
の
結
果
も
踏

ま
え
て
、
今
年
度
よ
り
一
部
地
区
に
お
い

て
管
路
更
新
に
着
手
し
ま
し
た
。

東庄ふれあいセンターの活性化

録画中継

岩
井　
弘
晃

議 員

Iw
ai

 H
ir

oa
ki

 

▲芝桜の時期に多くの来訪者がある「東庄ふれあい
　センター」施設は事前申請で使用可。

区 分
午 前 午 後 夜 間 １ 日 全 日

  9:00～
12:30

13:00～
17:00

17:30～
22:00

  9:00～
17:00

  9:00～
22:00

室
　
　
名

ワーキングルーム 1,100 円 1,100円 1,320円 1,980円 2,750円

食文化交流室

550円 550円 660円 990円 1,650円

郷土料理研究室

農産加工研究室

研修室１・２（各室）

会議室（和室）

東庄ふれあいセンター使用料　《事前に申請が必要です》

一
般
質
問
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議会行政視視察報告

オーガニック給食への挑戦オーガニック給食への挑戦

メディアも注目「境町モデル」メディアも注目「境町モデル」

６月
29日

６月
30日

学校給食に有機農産物を活用

ふるさと納税の取り組み

視察先：茨城県常陸大宮市

視察先：茨城県境町

　茨城県常陸大宮市における、学校給食で有機農
産物を活用した取り組みについて研修しました。
　同市は、令和2年度に鈴木定幸新市長が誕生し、
市長の「子ども達に最高の給食を届けたい」とい
う強い思いから､ 給食での有機農産物の提供検討
をスタートしました。市はJA常陸と有機農業を
推進する合意をし、地産地消、余剰分の販売、他
産地からの調達で、生産から販売体制までを構築
しています。
　近年、成人病の低年齢化、集中力の低下、不登
校者の増加の要因に、食生活が大きく関与してい
るのではないかと言われています。“食がもたら

　ふるさと納税を利用して行われた好循環型のま
ちづくりの手段について、境町まちづくり公社の
竹内清澄氏から説明をいただき、その後、当町議
員との質疑応答を行いました。
　また、干し芋産業化プロジェクト、境町アーバ
ンスポーツパーク、人工サーフィン施設、観光交流

す病”という本にも､ 給食を変えたら子どもが変
わった、1日1食でもバランスの良い食事が必要
だとあります。給食を活用し、市民へも有機農産
物で食育推進を図りたいとの熱意を感じました。

報告：宮澤　健

拠点としての道の駅などの町内施設をバスで回り、
現地を視察しました。
　ふるさと納税を頂くためには、基本的なビジョ
ンを明確にして、町が目指す本来の姿を明らかに
し、その目的のために寄附をお願いすることが重
要です。返礼品は物品だけでなく、観光や体験
型を選択できるよう町自らが事業者と開発を行い、
オンリーワンの返礼品を手掛けることがポイントで
あると感じました。
　また、執行部・議会が、それぞれの立場で十分
に力を出せるような組織づくりが必要であるという
ことを教えていただきました。

報告：大網 正敏

常陸大宮市 議場にて

境町 S-Labにて

議
会
行
政
視
察
報
告
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6
1

　千葉県町村議会議長会定例会が開
催され、町議会議員として11年以上
在職し、地方自治の発展と振興に尽
力された功績により、宮澤健議員が
表彰されました。

　台風のため一日順延された６月28日（日）、栗源消防
訓練場において令和８年度の「ポンプ操法大会」が開
催されました。今年は東庄町が運営担当ということで、
当町からも９人の議員が参加し、当町出場チームの応
援と、大会の視察を行いました。
　トップバッターで出場した東庄町消防団第２分団第１
部（大木戸地区）は、やや硬さが感じらましたが、前日
までの厳しい練習の成果を存分に発揮し、素晴らしい
内容で演技を終えました。
　ポンプ操法大会は、消防団員がポンプ車や小型ポン
プを用いて基本的な操作方法を習得するための貴重な
訓練の場です。災害現場では、役割と規律、的確な操
作手順を守ることが迅速な活動につながります。消防
団活動は、「地域の安全と安心を守る」なくてはならな
い大変重要な活動であることを改めて実感しました。

報告：海宝 和宏

　７月29日付けで一身上の都合により高木武男氏が
辞職願を提出し、議長が同月31日付けで許可しまし
た。これにより欠員１となり、町議会議員は13名と
なりました。

台風の影響が残る中、
大木戸地区の演技を応援し大会視察

町の発展に尽力
宮澤　健　議員

委員会をはじめ様々な
活動の中で、主だったも
のを紹介します。議会活
動もなかなか幅広い！？

6
28

千葉県町村議会議長会
自治功労者表彰を受賞

高木武男氏が町議会議員を辞職

香取支部ポンプ操法大会

8
4

　視察研修で学んだオーガニック給食や大幅な増額を
実現したふるさと納税の取組を、東庄町でどう生かせる
のか。議員の勉強会では、一人ひとりが視察先で得た気
づきや着想を熱く語り合い、次々と意見が飛び交いまし
た。現状を見つめ直し、新たな可能性を探る、熱気あふ
れる実り多い意見交換の場となりました。

報告：前田 君江

行政視察研修を終えての勉強会

視察の成果を町政へ

　令和８年熊本地震により、尊い命を失われた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し
上げます。東庄町議会議員団は、一日も早い復旧・復興を願い、被災された皆様への支援として、義援金10万円を寄付いたしました。

議会

活活動
報告

議
会
活
動
報
告



　
こ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
春
夏
秋
冬
の

四
季
が
あ
り
、
私
た
ち
の
体
と
心
は
常

に
適
応
し
な
が
ら
過
ご
し
て
来
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
気
候
変
動
が
大
き
く
進

み
、
季
節
の
流
れ
も
味
わ
え
な
い
程

に
変
化
し
て
き
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

　
地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
一
人
一
人

の
身
近
な
行
動
が
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
何
か
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
き
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
、
こ
の
地
球

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
議
会
定
例
会
は
、
年
４
回
の
開
催

で
す
。
傍
聴
に
来
ら
れ
る
方
も
少
し
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
「
議
会
だ
よ

り
」
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
更
に
工
夫
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

山
崎　
ひ
ろ
み

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

編 集 委 員

岩井　弘晃

前田　君江

山崎ひろみ

板寺　正範

渡邊　幸江

海宝　和宏

グ
ッ
と
ボ
イ
ス

きかせてください！

東庄町消防団女性部

山本 まさみ さん

赤十字防災ボランティア
　　  東庄町地区協議会

高木 健 さん

大
切
な
人
を

　
守
る
た
め
に
。

「
女
性
な
ら
で
は
」

　
　
地
域
の
力
に
。

グ
ッ
と
な
町
に
す
る
た
め
に

グ
ッ
と
な
声
を
ご
紹
介
！

　町のためにと意気投合し、４名でスタートした
東庄町消防団初の「女性部」。ポンプ操法大会で
お話を伺いました。

■入団のきっかけは? 
　仲良しグループの食事会で、それぞれが消防団
女性部加入の誘いがあることが偶然分かり、以前
から「町のために何かしたいよね」と話題の中に出
てきていたので、「みんな一緒なら頑張ってみよう
か！」と、いうことで入団しました。
■入団してみてどうですか?
　何も分からず２年が経ち今に至りますが、他市
町の女性部の方達と交流できたり、市原の消防学
校での勉強会や意見交流会への参加でやりがいを
感じ、頑張ろうと思っています。
■普段の活動は？ 　　
　火災出動はせず、中学校や消防団で行う普通
救命講習会で指導にあたっています。応急手当指
導員の資格を取り、心肺蘇生法、ＡＥＤの使い方、
止血法など救急車が来るまでの応急手当を、皆さ
んに身に付けていただくお手伝いをしています。
■これからの活動目標は? 　
　まずは消防団に女性部がある事を知っていただ
いてメンバーを増やしたいです。また、防災に関し
て深く思う所があるので、活動の幅を広げる為に
勉強を重ねて「女性部でしか出来ない事を見いだし
て頑張ろう」と思っています。 

－取材後記－
　４名の女性部の皆さんの目はキラキラと輝き、
志しと希望に満ち溢れていました。可愛らしい笑顔
と凛とした消防団のユニフォーム姿の活躍にエー
ルを送ります。　　　　 インタビュアー　渡邊幸江

　各地で起きている災害は、東庄町でも気象条件
が重なれば発生する可能性があります。それを踏
まえて、災害への備えについてお聞きしました。

■普段の活動は? 
　東庄町や近隣市町の防災ボランティアの方々と
被災時の防災ボランティア活動で必要な知識の習
得及びその訓練等に参加しています。救急法基礎
講習会の開催、災害ボランティアセンターの立ち上
げ訓練支援やイベント等で防災活動の働きかけを
しています。
■活動を始めたきっかけは?
　参加した講習会で、防災ボランティアの紹介があ
り、折しも甚大な自然災害が各地で発生し、被災
地で防災ボランティアが活動している様子をニュー
スで見て、関心を持った事がきっかけです。
■町の防災意識を高めるために必要なことは？ 　
　近年、東庄町は幸いにも大きな自然災害に遭遇
していませんが、55年前の1971年に秋雨前線と台
風25号による豪雨で甚大な被害が発生しています。
令和8年5月29日から防災気象情報が大きく変わ
りました。気象庁のHPで確認できますので、ぜひ
ご覧いただければと思います。
■町民の皆さんへメッセージ 　
　自然災害をみると大規模化や局所的な被害が発
生しています。町のハザードマップを確認して備え
を行うと共に、講演や訓練に参加し、防災につい
て継続的に取り組んでいただければと思います。

－取材後記－
　備えあれば憂いなし。いや、それでも憂いは残る。
だからこその備え。実践されている方の言葉は響き
ますね。　　　　　　　 インタビュアー　岩井弘晃

編

集

後

記
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